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一 

ア
ン
チ
・
テ
ア
ト
ル
と
岸
田
國
士 

 

一
九
六
三
年
、
三
島
由
紀
夫
は
評
論
「
ロ
マ
ン
チ
ỿ
ク
演
劇
の
復
興
」
に
お

い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
た
。 

私
は
日
本
の
新
劇
が
、
今
日
に
限
ら
ず
、
ア
ン
チ
・
テ
ア
ト
ル
ば
か
り
を

追
つ
か
け
て
来
た
と
思
ふ
の
で
あ
る
。こ
れ
は
日
本
の
新
劇
の
成
立
ち
が
、

歌
舞
伎
劇
の
や
う
な
立
派
な
テ
ア
ト
ル
に
反
抗
し
て
は
じ
ま
つ
た
こ
と
に

も
よ
る
が
、
「
何
が
テ
ア
ト
ル
？
」
と
い
ふ
問
題
を
深
く
つ
つ
込
ま
ず
に
、

チ
ỽ
ホ
フ
の
や
う
な
当
時
の
ア
ン
チ
・
テ
ア
ト
ル
に
走
つ
た
こ
と
か
ら
、

多
く
の
写
実
主
義
的
心
理
的
偏
見
が
、
演
出
上
に
も
演
劇
の
上
に
も
生
じ

た
。
チ
ỽ
ホ
フ
に
比
べ
れ
ば
、
イ
プ
セ
ン
な
ど
は
、
自
然
主
義
の
芝
居
と

は
い
へ
、
は
る
か
に
テ
ア
ト
ル
的
で
あ
る
。

(
１
) 

こ
の
評
論
は
、
一
九
六
三
年
六
月
に
文
学
座
で
サ
ル
ド
Ỽ
の
「
ト
ス
カ
」(
安

堂
信
也
訳
・
三
島
潤
色
・
戌
井
市
郎
演
出
)
を
上
演
し
た
こ
と
を
機
に
著
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
同
年
三
月
の
評
論
「
「
演
劇
の
よ
ろ
こ
び
」
復
活
」
(
『
雲
』

一
九
六
三
年
三
月
)
で
も
同
様
に
、
新
劇
に
お
け
る
「
写
実
主
義
的
心
理
的
偏

見
」
を
批
判
す
る
言
辞
が
見
ら
れ
る
。
一
九
六
〇
年
代
の
三
島
は
、
歌
舞
伎
劇

を
範
例
と
す
る
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
や
芝
居
じ
み
た
セ
リ
フ
回
し
こ
そ
が
「
演
劇
の

よ
ろ
こ
び
」
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
り
、
新
劇
的
な
写
実
主
義
と
心
理
主
義

に
対
抗
す
る
演
劇
の
構
築
を
志
向
し
て
い
た
。 

注
目
さ
れ
る
の
は
、
当
時
の
三
島
が
そ
の
よ
う
な
仮
想
敵
と
し
て
の
新
劇
を

「
ア
ン
チ
・
テ
ア
ト
ル
」
と
呼
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
ア
ン
チ
・
テ
ア
ト
ル
と
い

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

霍 

思 

静 

―
―

初
期
の
劇
作
法
と
岸
田
國
士
受
容―

―
 

三
島
由
紀
夫
䣓
火
宅
䣔
論 



 
   関西近代文学 4 号 2025 年 3 月 

 2

う
概
念
は
、
イ
ヨ
ネ
ス
コ
の
「
禿
の
女
歌
手
」
の
副
題
「
ア
ン
チ
・
ピ
エ
ổ
ス
」

(
反
戯
曲
)
に
由
来
し
、
一
九
五
〇
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
で
イ
ヨ
ネ
ス
コ
や
ベ
ケ

ỿ
ト
の
作
品
を
旗
印
に
、
伝
統
的
な
演
劇
の
概
念
に
対
す
る
挑
戦
と
し
て
現
れ

た
前
衛
演
劇
の
動
向
を
指
す
。
こ
の
流
れ
は
、
既
存
の
演
劇
に
対
す
る
反
逆
と

い
う
形
で
表
れ
た
。 

大
笹
吉
雄
に
よ
れ
ば
、
こ
の
概
念
が
日
本
に
導
入
さ
れ
た
の
は
、
鈴
木
忠
志

が
早
稲
田
小
劇
場
で
『
劇
的
な
る
も
の
を
め
ぐ
ỵ
て
』
シ
リ
ổ
ズ
を
開
始
し
た

一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う

(
２
)

。
安
堂
信
也
は
当
時
を
振

り
返
り
、「
日
本
の
新
劇
に
は
、
テ
ア
ト
ル
さ
え
な
い
の
に
、
な
に
が
ア
ン
チ
・

テ
ア
ト
ル
だ
」
と
疑
念
が
呈
さ
れ
た
と
述
べ
た
上
で
、
こ
の
文
脈
下
の
「
テ
ア

ト
ル
」
と
フ
ラ
ン
ス
批
評
家
や
ジ
ἀ
ổ
ナ
リ
ス
ト
が
用
い
る
「
ア
ン
チ
・
テ
ア

ト
ル
」
の
「
テ
ア
ト
ル
」
と
で
は
、
内
容
も
実
体
も
大
き
く
異
な
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
安
堂
に
よ
れ
ば
、
ア
ン
チ
・
テ
ア
ト
ル
と
い
う
言
葉
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
批
評
家
が
作
品
を
歴
史
的
に
分
類
し
、
既
成
作
家
の
作
品
と
区
別
す
る
た
め

に
便
宜
的
に
用
い
た
一
種
の
レ
ỿ
テ
ル
に
過
ぎ
な
い

(
３
)

。 

日
本
の
場
合
、
一
九
三
〇
年
代
の
新
劇
界
で
早
く
も
「
劇
的
」
と
い
う
概
念

に
疑
問
を
呈
し
、
後
年
の
用
語
で
言
う
ア
ン
チ
・
テ
ア
ト
ル
の
可
能
性
を
追
究

し
た
劇
作
家
が
、
岸
田
國
士
で
あ
る
。
ア
ン
チ
・
テ
ア
ト
ル
と
い
う
語
は
一
九

六
〇
年
代
の
小
劇
場
運
動
に
よ
ỵ
て
定
着
し
、
三
島
の
右
の
発
言
も
こ
の
流
れ

を
汲
ん
で
い
る
が
、
劇
的
事
件
に
よ
る
劇
の
構
成
に
対
し
て
の
反
措
定
が
認
め

ら
れ
る
点
で
、
岸
田
作
品
は
こ
れ
に
相
通
じ
て
い
る
。
三
島
も
ま
た
、
若
き
劇

作
家
と
し
て
岸
田
に
接
近
し
た
頃
、
新
劇
風
あ
る
い
は
チ
ỽ
ổ
ホ
フ
風
の
ア
ン

チ
・
テ
ア
ト
ル
に
傾
斜
し
、
演
劇
の
本
質
に
つ
い
て
模
索
し
て
い
た
。
そ
の
意

味
で
右
の
三
島
の
言
葉
は
、
岸
田
ら
の
庇
護
の
下
で
演
劇
活
動
を
開
始
し
た
当

時
、
岸
田
風
の
「
ア
ン
チ
・
テ
ア
ト
ル
」
に
傾
倒
し
た
こ
と
へ
の
自
己
批
判
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
年
の
三
島
が
「
ロ
マ
ン
チ
ỿ
ク
演
劇
の
復
興
」
を
志

向
し
た
背
景
に
は
新
劇
界
に
接
近
し
た
若
い
頃
の
自
作
に
対
す
る
批
判
意
識
が

あ
ỵ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

岸
田
は
「
演
劇
一
般
講
話
」
で
、
「
近
代
の
小
説
が
「
小
説
的
」
で
な
く
な

つ
た
と
同
じ
や
う
に
、
「
劇
」
が
、
或
る
意
味
で
「
劇
的
」
で
な
く
な
る
時
代

が
、
そ
ろ
そ
ろ
来
よ
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
予
見
し
、「
劇

的
美
」
を
「
一
種
の
心
理
的
波
動
」
と
し
て
捉
え
る

(
４
)

。
ま
た
、
「
演
劇
本
質

の
整
理
」
で
は
、
岩
田
豊
雄
が
主
張
す
る
「
言
葉
派
」
と
「
動
作
派
」
の
対
立

を
批
判
し
、
「
言
葉
」
に
内
包
さ
れ
た
「
演
劇
性
」
を
見
出
す
こ
と
で
、
「
近

代
戯
曲
に
含
ま
れ
る
「
ア
ク
シ
ἂ
ン
」
が
、
寧
ろ
最
も
多
分
に
、
「
言
葉
」
の

心
理
的
表
現
の
中
に
あ
る
」
と
論
じ
、
自
ら
の
純
粋
演
劇
論
を
改
め
て
展
開
し
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た
(
５
)

。 

岸
田
の
純
粋
演
劇
論
を
具
現
化
し
た
作
品
と
し
て
は
、
後
年
、
「
当
時
の
私

は
、
テ
ổ
マ
劇
な
る
も
の
に
反
対
し
て
、
故
ら
筋
の
な
い
ス
ケ
ỿ
チ
風
を
試
み

た
」
と
述
懐
す
る
よ
う
に

(
６
)

、
「
紙
風
船
」
(
『
文
藝
春
秋
』
一
九
二
五
年
五

月
)
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
大
笹
吉
雄
は
「
紙
風
船
」
を
岸
田
に
よ
る
「
劇
的
な

る
も
の
」
へ
の
新
た
な
「
実
験
」
と
し
て
捉
え
て
お
り

(
７
)

、
渡
邊
一
民
は
本
作

を
「
ぶ
ら
ん
こ
」
と
並
ん
で
「
岸
田
の
純
粋
演
劇
論
の
主
張
を
実
地
に
生
か
そ

う
と
し
た
」
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る

(
８
)

。 

三
島
と
岸
田
の
初
対
面
は
、
「
火
宅
」
(
『
人
間
』
一
九
四
八
年
一
一
月
)

の
初
演
の
場
に
お
い
て
実
現
し
た

(
９
)

。
二
人
の
交
流
が
、
チ
ỽ
ổ
ホ
フ
新
訳
を

手
が
け
た
神
西
清
を
介
し
て
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
目
を
止
め
て
お

き
た
い
。
三
島
は
「
岸
田
氏
の
文
学
と
私
の
文
学
と
は
、
ほ
と
ん
ど
相
交
は
る

と
こ
ろ
は
な
か
つ
た
」
と
述
べ
、
自
作
に
岸
田
の
影
響
が
及
ん
だ
こ
と
を
否
認

す
る

(

10
)

。
一
方
で
堂
本
正
樹
は
「
火
宅
」
に
つ
い
て
、
「
そ
の
手
本
が
、
岸

田
國
士
の
家
庭
劇
で
あ
る
の
も
、
今
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
」
と
、
い
ち
は
や
く
本

作
と
岸
田
の
戯
曲
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
て
い
る

(

11
)

。
ま
た
近
年
で
は
日
比

野
啓
が
、
三
島
の
「
火
宅
」
は
岸
田
の
「
紙
風
船
」
の
書
き
換
え
狂
言
で
あ
る

と
捉
え
、
岸
田
と
の
関
係
性
を
よ
り
具
体
的
に
考
察
し
て
い
る

(

12
)

。
な
お
堂

本
は
、
「
火
宅
」
の
み
な
ら
ず
、
三
島
の
「
燈
台
」
(
『
文
学
界
』
一
九
四
九

年
五
月
)
に
も
「
岸
田
国
士
的
会
話
世
界
へ
の
傾
斜
」
が
あ
る
と
指
摘
し
、
こ

れ
ら
の
作
品
に
は
「
未
だ
所
謂
「
三
島
調
」
以
前
の
も
ど
か
し
さ
と
、
稚
々
し

さ
が
匂
う
」
と
述
べ
る

(

13
)

。 

三
島
は
「
火
宅
」
に
つ
い
て
、
「
こ
の
戯
曲
で
は
大
里
家
が
火
宅
に
あ
た
り
、

大
里
家
の
内
部
が
戦
後
社
会
の
無
秩
序
の
縮
図
で
あ
る
こ
と
を
以
て
、
戦
後
の

社
会
が
火
宅
に
象
徴
さ
れ
る
」
と
述
べ
、
題
名
の
「
火
宅
」
に
つ
い
て
は
「
法

華
経
の
比
喩
品
に
拠
ỵ
た
も
の
」
で
あ
る
が
、
「
宗
教
劇
と
し
て
こ
れ
を
書
い

た
の
で
は
な
」
く
、
「
そ
も
そ
も
の
動
機
は
、
何
の
事
件
も
起
ら
な
い
芝
居
を

書
い
て
み
た
い
と
い
ふ
に
あ
つ
た
」
と
み
ず
か
ら
解
説
し
て
い
る

(

14
)

。
「
何

の
事
件
も
起
ら
な
い
芝
居
」
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
事
件
ら
し
い
事
件
が
生
じ

て
こ
な
い
岸
田
作
品
の
特
徴
と
重
な
り
合
う
。 

「
事
件
」
に
つ
い
て
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ổ
は
、
戦
後
劇
壇
に
お
い
て
広
く
議

論
さ
れ
た
テ
ổ
マ
の
一
つ
で
あ
ỵ
た
。
内
村
直
也
は
、
一
九
五
五
年
三
月
号
の

『
新
劇
』

(

15
)

に
、
「
ド
ラ
マ
ト
Ỽ
ル
ギ
イ
研
究
」
と
題
し
た
シ
リ
ổ
ズ
を
連

載
し
、
チ
ỽ
ổ
ホ
フ
や
岸
田
の
戯
曲
を
中
心
に
考
察
し
て
い
る
。
第
二
回
「
ド

ラ
マ
と
事
件
」
で
は
「
紙
風
船
」
を
例
に
、
「
こ
の
戯
曲
の
中
の
劇
的
な
る
も

の
は
紙
風
船
の
ほ
う
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
若
夫
婦
の
心
理
の
ほ
う
に
在
り
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ま
す
。
紙
風
船
は
、
そ
の
心
理
の
転
換
の
契
機
を
作
り
出
し
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
内
村
は
、
事
件
自
体
よ
り
も
、
そ
の
事
件
が

人
物
の
心
理
に
与
え
る
影
響
お
よ
び
反
応
が
劇
的
な
も
の
で
あ
る
と
定
義
し
て

い
る
。
事
件
ら
し
い
事
件
の
不
在
と
い
う
性
格
は
、後
年
の
概
念
で
言
え
ば
「
ア

ン
チ
・
テ
ア
ト
ル
」
と
対
応
す
る
。 

本
稿
で
は
、
六
〇
年
代
以
降
の
三
島
が
「
ア
ン
チ
・
テ
ア
ト
ル
」
と
し
て
否

定
し
た
新
劇
の
傾
向
に
、
戦
後
の
彼
自
身
が
接
近
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

事
件
ら
し
い
事
件
の
起
ら
な
い
演
劇
の
試
み
と
し
て
初
期
作
品
「
火
宅
」
を
読

み
直
す
。
岸
田
國
士
の
戯
曲
「
紙
風
船
」
と
比
較
し
つ
つ
、
「
火
宅
」
の
劇
的

空
間
に
注
目
し
、
登
場
人
物
の
力
関
係
と
そ
の
劇
的
役
割
に
即
し
て
、
本
作
が

ア
ン
チ
・
テ
ア
ト
ル
と
し
て
の
特
質
を
ど
の
よ
う
に
表
出
し
て
い
る
か
を
明
ら

か
に
し
た
い
。 

 

二 

助
紙
風
船
努
か
ら
助
火
宅
努
へ 

 

「
火
宅
」
は
三
島
の
三
作
目
の
一
幕
物
で
あ
り
、
発
表
の
翌
年
、
俳
優
座
創

作
劇
研
究
会
で
初
演
さ
れ
た
(
一
九
四
九
年
二
月
二
四
日
Ộ
三
月
二
日
、
演
出

ữ
青
山
杉
作
、
出
演
ữ
千
田
是
也
・
村
瀬
幸
子
・
野
中
マ
リ
子
・
三
戸
部
ス
エ
)
。

三
島
の
劇
壇
の
デ
ビ
ἁ
ổ
作
と
な
ỵ
た
作
品
で
あ
る
。
「
火
宅
」
の
創
作
経
緯

や
上
演
状
況
を
論
じ
た
天
野
知
幸
は
、
本
作
が
敗
戦
後
の
社
会
状
況
を
反
映
し

た
創
作
劇
の
要
請
に
応
じ
た
一
方
、
「
既
存
の
〈
自
然
主
義
的
リ
ア
リ
ズ
ム
〉

と
は
異
な
る
象
徴
的
手
法
が
目
立
つ
」
と
指
摘
し
、
そ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
観
を
め

ぐ
ỵ
て
文
学
側
と
演
劇
側
の
対
立
を
考
察
し
て
い
る

(

16
)

。 

作
品
の
梗
概
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
千
代
子
は
、
息
子
の
貞
一
が
女
中
と
関

係
を
持
ỵ
て
い
る
こ
と
、
千
代
子
自
身
が
娘
の
恋
仲
で
あ
る
守
屋
を
誘
惑
し
て

不
貞
を
働
い
た
こ
と
、
そ
れ
を
知
ỵ
た
娘
の
千
賀
子
が
守
屋
と
心
中
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、
夫
の
貞
次
郎
に
告
白
す
る
。
貞
次
郎
は
彼
女
の
言
葉

を
真
剣
に
受
け
止
め
よ
う
と
し
な
い
が
、娘
の
書
置
き
を
見
つ
け
て
動
揺
す
る
。

そ
の
と
き
、
火
事
が
発
生
し
て
幕
切
れ
と
な
る
の
で
あ
る
。 

本
作
は
、時
間
枠
や
舞
台
設
定
、夫
妻
の
位
置
関
係
な
ど
を
岸
田
國
士
の
「
紙

風
船
」
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
。
具
体
的
に
は
「
日
曜
の
午
後
一
時
ご
ろ
」「
背

景
に
広
き
無
趣
味
な
る
庭
見
ゆ
」
と
い
ỵ
た
背
景
設
定
や
、
貞
次
郎
が
「
上
手

よ
り
新
聞
を
二
三
枚
手
に
下
げ
て
登
場
」
す
る
場
面
、
千
代
子
が
「
靴
下
の
つ

く
ろ
ひ
も
の
を
と
り
出
し
、
針
箱
よ
り
針
を
出
し
、
つ
く
ろ
ひ
は
じ
む
」
場
面

が
、
共
通
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
は
二
作
に
お
け
る
夫
婦
の
位
置
関
係

と
家
庭
像
を
確
認
し
て
お
こ
う
。 
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一
幕
物
「
紙
風
船
」
は
、
日
曜
日
の
過
ご
し
方
を
め
ぐ
る
若
き
夫
婦
の
日
常

会
話
を
対
象
と
す
る
軽
妙
な
対
話
劇
で
あ
る
。
「
晴
れ
た
日
曜
の
午
後
」
「
庭

に
面
し
た
座
敷
」
で
、
夫
は
常
に
新
聞
を
読
む
一
方
、
妻
は
編
物
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
冒
頭
で
夫
が
読
み
上
げ
る
新
聞
記
事
に
は
「
米
国
フ
ラ
ổ
建
材
会
社

の
タ
ổ
ナ
ổ
支
配
人
が
一
日
目
白
文
化
村
を
訪
れ
て
お
お
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の

縮
図
よ
！ 

と
申
し
ま
し
た
や
う
に
、
目
白
文
化
村
は
今
日
瀟
洒
た
る
美
し
い

住
宅
地
に
な
り
ま
し
た
」
と
あ
り
、
「
四
万
坪
の
地
区
に
は
、
整
然
た
る
道
路
、

衛
生
的
な
下
水
水
道
電
熱
供
給
装
置
、
テ
ニ
ス
コ
ổ
ト
等
の
設
備
が
あ
り
、
多

く
の
小
綺
麗
な
バ
ン
ガ
ロ
ổ
や
荘
重
な
ラ
イ
ト
式
建
築
、
さ
て
は
、
優
雅
な
別

荘
風
の
日
本
建
築
な
ど
が
、
富
士
の
眺
め
や
樹
木
に
富
む
高
台
一
帯
の
晴
れ
や

か
な
環
境
に
包
ま
れ
て…

…

」
と
続
く
。
こ
の
新
聞
記
事
が
夫
の
最
初
の
セ
リ

フ
で
あ
り
、
戯
曲
の
幕
開
け
を
告
げ
る
。 

鈴
木
貴
宇
に
よ
れ
ば
、
冒
頭
で
夫
が
読
み
上
げ
る
新
聞
記
事
は
、
一
九
二
五

年
三
月
一
八
日
の
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
目
白
文
化
村
」
の
広

告
文
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
劇
中
で
郊
外
に
居
を
構
え
る
若
き
夫

婦
は
、
「
中
間
層
も
享
受
し
う
る
マ
ス
・
レ
ジ
ἀ
ổ
」
と
し
て
の
旅
行
を
す
る
、

大
正
の
中
間
層
サ
ラ
リ
ổ
マ
ン
像
を
体
現
す
る
存
在
で
あ
る

(

17
)

。
こ
の
よ
う

に
論
じ
た
鈴
木
は
、
心
理
劇
の
枠
を
超
え
た
社
会
的
文
化
的
な
視
点
を
持
つ
作

品
と
し
て
「
紙
風
船
」
を
再
評
価
し
た
。 

「
紙
風
船
」
に
お
い
て
重
要
な
テ
ổ
マ
と
な
ỵ
て
い
る
の
は
、
空
想
で
あ
る
。

作
中
で
は
こ
の
よ
う
に
対
話
が
展
開
さ
れ
る
。 

夫 

日
帰
り
で
鎌
倉
あ
た
り
へ
行
く
の
も
い
い
な
。 

妻 

行
き
た
い
処
が
あ
る
わ
。 

夫 

さ
う
す
る
つ
て
い
ふ
と
、
東
京
駅
を
八
時
何
分
か
に
出
る
汽
車
が
あ

る
。 

妻 

二
等
よ
。 

夫 

当
り
前
さ
。
早
く
あ
の
窓
ぎ
は
の
向
ひ
合
つ
た
席
を
占
領
す
る
ん
だ

な
あ
。
お
れ
の
ス
テ
ツ
キ
と
お
前
の
パ
ラ
ソ
ル
と
を
、
お
れ
が
、
か
う

網
の
上
に
の
せ
る…

…

。 

妻 

あ
た
し
、
持
つ
て
る
方
が
い
い
の
。 

夫 

さ
う
か
。
後
か
ら
は
い
つ
て
来
る
奴
ら
は
、
お
れ
達
を
見
て
、
は
は

あ
、
や
つ
て
る
な
と
思
ひ
な
が
ら
、
成
る
べ
く
近
く
に
席
を
取
る
に
違

ひ
な
い
。 

妻 

馬
鹿
ね
。 

夫 

汽
車
が
動
き
出
す
。 

妻 
窓
を
開
け
て
頂
戴
。 
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夫 

煤
が
は
ひ
る
よ
。
あ
れ
御
覧
、
浜
離
宮
の
跡
だ
。 

妻 

ま
あ
。 

夫 
品
川
、
品
川
、
山
手
線
乗
換
。 

妻 

早
い
の
ね
。
あ
た
し
、
キ
ヤ
ラ
メ
ル
を
買
ふ
の
。 

夫 

よ
し
、
お
い
、
キ
ヤ
ラ
メ
ル
。

(

18
) 

こ
う
し
て
夫
婦
は
「
日
曜
日
に
妻
が
退
屈
し
な
い
方
法
」
や
「
夫
も
迷
惑
し

な
い
方
法
」
と
称
す
る
「
名
案
」
を
出
し
合
い
、
外
出
や
旅
行
の
空
想
を
繰
り

広
げ
る
。
こ
の
や
り
と
り
で
は
、
日
常
の
単
調
な
会
話
に
よ
ỵ
て
台
詞
が
構
成

さ
れ
、
特
異
な
事
件
や
劇
的
な
展
開
、
い
わ
ゆ
る
筋
は
意
図
的
に
排
除
さ
れ
て

い
る
。
「
筋
の
な
い
」
と
い
う
作
者
の
意
図
を
汲
み
、
渡
邊
一
民
が
「
こ
こ
に

は
何
ひ
と
つ
い
わ
ゆ
る
事
件
ら
し
い
事
件
は
な
」
く
、
「
登
場
人
物
が
す
く
な

く
舞
台
の
う
え
の
動
き
も
ほ
と
ん
ど
な
い
い
わ
ゆ
る
心
理
劇
」
で
あ
る
と
評
し

た
と
お
り
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
「
二
人
の
会
話
の
つ

く
り
だ
す
虚
構
の
世
界
」
で
あ
る

(

19
)

。
岸
田
の
純
粋
演
劇
論
に
照
ら
せ
ば
、

こ
の
戯
曲
に
お
け
る
「
ア
ク
シ
ἂ
ン
」
は
セ
リ
フ
の
中
に
内
在
し
、
夫
婦
の
対

話
に
織
り
込
ま
れ
た
「
心
理
的
波
動
」
が
交
錯
す
る
こ
と
で
、
劇
の
緊
張
感
を

構
築
し
て
い
る
。 

そ
れ
で
は
、
「
火
宅
」
は
夫
婦
関
係
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
戯
曲
は
、
貞
次
郎
が
女
中
を
呼
び
か
け
る
「
松
！ 

松
！
」
と
い
う
セ
リ

フ
で
幕
を
開
け
る
。
貞
次
郎
は
辞
書
を
求
め
て
女
中
の
松
を
探
し
、
「
松
は
ど

こ
へ
遊
び
に
行
つ
た
の
か
な
あ
」
と
問
う
。
千
代
子
は
「
お
定
ま
り
の
浅
草
で

せ
う
。
ぼ
ん
や
り
口
を
あ
け
て
絵
看
板
を
な
が
め
て
、
み
つ
豆
を
た
べ
て
、
仲

見
世
で
蟇
口
を
す
ら
れ
て…

…

、
戦
争
が
す
ん
で
も
同
ん
な
じ
こ
と
の
く
り
か

へ
し
よ
」
と
推
測
す
る
。
貞
次
郎
の
受
け
答
え
は
「
さ
う
で
も
あ
る
ま
い
。
あ

の
子
は
女
学
校
を
出
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
ね
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
天
野
知
幸

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
学
歴
、
教
育
へ
の
信
頼
が
厚
い
」
貞
次
郎
は
、
「
「
知

識
人
」
意
識
を
、
強
く
持
ỵ
て
い
る
」
人
物
で
あ
る

(

20
)

。
四
五
歳
の
ド
イ
ツ

文
学
者
で
あ
る
貞
次
郎
は
、
人
を
評
価
す
る
際
に
学
校
教
育
や
学
歴
を
基
準
に

し
て
お
り
、
大
正
時
代
に
教
育
を
受
け
た
典
型
的
な
教
養
主
義
者
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
。 

貞
次
郎
は
、
新
聞
を
弄
ぶ
動
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
「
新
聞
も
朝
刊
だ
け

ぢ
や
二
時
ま
で
し
か
保
ち
や
し
な
い
。
夕
刊
の
来
な
い
や
う
な
世
の
中
は
ど
こ

か
間
違
つ
て
ゐ
る
ん
だ
よ
」
と
呟
く
。
こ
の
セ
リ
フ
は
、
戦
時
下
の
新
聞
用
紙

節
約
措
置
に
伴
う
夕
刊
廃
止
と
、
そ
の
後
の
用
紙
不
足
に
よ
り
戦
後
も
再
開
さ

れ
な
か
ỵ
た
状
況
を
映
し
出
し
て
い
る

(

21
)

。
「
夕
刊
の
来
な
い
や
う
な
世
」

は
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
を
寓
意
す
る
一
方
で
、
本
作
で
も
「
紙
風
船
」
と
同
様
に
、
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新
聞
が
一
九
四
九
年
ま
で
の
戦
後
社
会
に
お
け
る
風
俗
や
情
勢
を
象
徴
す
る
重

要
な
小
道
具
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

貞
次
郎
と
千
代
子
は
、
昔
、
お
見
合
い
の
と
き
に
「
帝
国
ホ
テ
ル
へ
お
茶
を

喫
み
に
行
」
き
、
「
屋
上
の
は
じ
に
ス
ク
リ
ổ
ン
が
立
て
て
あ
つ
て
」
、
「
字

幕
が
な
か
つ
た
」
「
音
楽
映
画
を
映
し
て
ゐ
た
」
と
回
想
す
る
。
こ
の
シ
ổ
ン

か
ら
は
、
貞
次
郎
の
教
養
主
義
者
と
し
て
の
性
格
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
竹
内
好

は
、
日
本
的
教
養
主
義
は
不
徹
底
な
西
洋
文
化
受
容
の
象
徴
で
あ
り
、
「
ブ
ル

ジ
ἂ
ア
的
俗
悪
さ
」
を
特
質
と
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
が

(

22
)

、
貞
次
郎
は
こ

う
し
た
意
味
で
の
俗
物
的
な
教
養
主
義
者
の
典
型
な
の
で
あ
る
。 

貞
次
郎 

さ
う
さ
、
あ
の
時
の
財
布
に
二
人
で
一
週
間
ぐ
ら
ゐ
旅
行
に
行

け
る
だ
け
の
金
を
も
つ
て
ゐ
た
こ
と
だ
け
は
覚
え
て
ゐ
る
よ
。
そ
れ
を

君
が
見
抜
い
た
な
と
思
つ
て
ど
き
ん
と
し
た
ん
だ
。
女
と
掏
摸
に
は
財

布
の
中
味
は
偽
れ
な
い
と
つ
く
づ
く
思
つ
た
。
(
と
は
い
ふ
も
の
の
追

憶
の
甘
き
に
す
が
る
如
く
)
昔
は
よ
か
つ
た
よ
。 

彼
は
戦
前
の
特
権
的
な
青
春
の
記
憶
に
依
存
し
、
「
追
憶
の
甘
き
に
す
が
る

如
く
」
「
昔
は
よ
か
つ
た
」
と
慨
嘆
す
る
。
「
戦
争
の
お
か
げ
で
」
そ
の
特
権

が
剥
奪
さ
れ
た
こ
と
へ
の
嘆
き
は
、
彼
に
深
い
失
望
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
戦

後
、
貞
次
郎
は
「
財
産
は
財
産
税
で
身
ぐ
る
み
取
ら
れ
て
、
こ
の
家
だ
け
残
さ

れ
て
、
あ
と
は
下
宿
人
の
守
屋
君
か
ら
の
収
入
と
僕
の
わ
づ
か
な
翻
訳
の
収
入

と
兄
貴
の
補
助
と
」
に
よ
ỵ
て
暮
ら
し
て
い
る
。
天
野
が
述
べ
た
よ
う
に
「
Ｇ

Ｈ
Ｑ
に
よ
る
戦
後
利
得
の
除
去
を
目
的
と
し
た
戦
後
政
策
の
柱
の
一
つ
で
あ
ỵ

た
」

(

23
)

財
産
税
が
、
大
里
家
の
経
済
を
危
う
く
す
る
要
因
で
あ
る
。
貞
次
郎

に
は
「
わ
づ
か
な
翻
訳
の
収
入
」
し
か
な
い
が
、
収
入
源
で
あ
る
翻
訳
も
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
検
閲
に
よ
ỵ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

(

24
)

。
さ
ら
に
、
大

里
家
は
「
こ
の
家
だ
け
残
さ
れ
て
」
、
敗
戦
後
の
住
宅
難
に
直
面
す
る
こ
と
と

な
ỵ
た
。家
賃
統
制
令
に
よ
り
家
賃
の
値
上
げ
が
禁
じ
ら
れ
統
制
さ
れ
た
一
方
、

一
九
四
九
年
の
時
点
で
戦
災
を
免
れ
た
家
屋
に
は
、
地
租
や
家
屋
税
が
戦
前
の

百
数
十
倍
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
、
家
賃
の
六
〇
％
を
占
め
る
ほ
ど
の
税
負
担

は
、
経
済
的
圧
力
を
一
層
強
め
て
い
ỵ
た

(

25
)

。 

貞
次
郎
は
「
そ
れ
で
ゐ
て
君
は
女
中
を
使
ふ
の
を
止
め
な
い
ぢ
や
な
い
か
。

女
中
を
使
つ
て
ゐ
て
生
活
に
疲
れ
て
、
そ
の
上
子
供
と
女
中
の
関
係
を
気
に
病

む
な
ん
て
、
君
の
生
活
力
は
大
し
た
も
の
だ
」
と
、
皮
肉
交
じ
り
に
妻
を
責
め

立
て
る
。
戦
前
の
社
交
や
遊
び
に
明
け
暮
れ
る
有
閑
婦
人
で
あ
ỵ
た
千
代
子
は

「
疲
れ
る
と
云
つ
た
ら
疲
れ
る
の
よ
。
説
明
な
ん
か
出
来
は
し
な
い
わ
。
あ
た

く
し
生
れ
た
時
か
ら
生
活
に
疲
れ
て
ゐ
る
の
よ
」
と
応
じ
、
家
事
な
ど
の
私
的

領
域
を
無
償
で
担
う
主
婦
と
い
う
役
割
を
静
か
に
拒
む
。
か
く
て
大
里
家
は
、
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戦
前
の
特
権
的
な
暮
ら
し
へ
の
郷
愁
と
、
戦
後
の
急
激
な
変
動
が
も
た
ら
す
生

活
難
と
の
狭
間
で
揺
れ
動
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

大
里
家
に
「
戦
後
社
会
の
無
秩
序
の
縮
図
」
を
象
徴
さ
せ
る
「
火
宅
」
と
、

大
正
期
の
社
会
風
俗
を
描
い
た
「
紙
風
船
」
は
、
い
ず
れ
も
社
会
風
俗
を
主
題

と
し
て
取
り
上
げ
て
お
り
、
写
実
的
か
つ
リ
ア
リ
ス
テ
ỻ
ỿ
ク
な
手
法
に
お
い

て
相
通
じ
る
。
し
か
し
、
「
紙
風
船
」
で
は
、
夫
婦
の
会
話
と
空
想
に
よ
ỵ
て

閉
ざ
さ
れ
た
力
関
係
と
家
庭
内
の
空
間
が
構
築
さ
れ
る
の
に
対
し
、
「
火
宅
」

に
お
い
て
は
、
夫
婦
間
の
心
理
的
対
峙
と
力
関
係
を
揺
る
が
す
第
三
者
が
登
場

す
る
。
次
節
で
は
、
松
や
貞
一
を
含
む
世
代
間
の
問
題
に
も
目
を
向
け
、
と
く

に
娘
千
賀
子
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。 

 

三 

劇
的
空
間
を
超
越
す
る
千
賀
子 

 

貞
次
郎
と
千
代
子
が
舞
台
上
で
始
終
台
詞
を
発
し
続
け
る
一
方
、
千
賀
子
は

舞
台
の
途
中
か
ら
登
場
し
、
途
中
で
退
場
す
る
。
「
紙
風
船
」
の
場
合
、
名
前

を
も
た
な
い
「
夫
」
と
「
妻
」
が
主
人
公
と
な
り
、
妻
の
セ
リ
フ
で
「
千
枝
子

ち
や
ん
」
と
い
う
隣
家
の
女
児
の
名
前
が
現
れ
る
も
の
の
、
実
際
に
は
舞
台
に

登
場
し
な
い
。
舞
台
を
自
由
に
移
動
す
る
千
賀
子
は
本
作
で
大
き
な
役
割
を
担

ỵ
て
い
る
。
本
作
で
は
、
千
代
子
と
守
屋
、
千
賀
子
と
守
屋
、
松
と
貞
一
と
い

う
三
組
の
恋
愛
が
並
行
し
て
展
開
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
貞
次
郎
夫
婦
や
母
娘
間

の
葛
藤
が
露
呈
す
る
。 

松
と
貞
一
の
関
係
は
、
千
代
子
の
セ
リ
フ
に
よ
ỵ
て
仄
め
か
さ
れ
る
。
千
代

子
は
、
夜
中
に
女
中
部
屋
か
ら
「
こ
ら
へ
き
れ
な
い
や
う
な
男
の
咳
」
を
耳
に

し
、
風
邪
気
味
の
息
子
の
部
屋
を
確
か
め
る
と
、
貞
一
の
ベ
ỿ
ト
が
空
で
あ
ỵ

た
こ
と
に
気
付
き
、
二
人
の
秘
め
た
関
係
を
悟
る
こ
と
と
な
ỵ
た
。
こ
こ
で
問

題
と
な
る
の
は
、
松
と
い
う
人
物
の
女
中
と
い
う
身
分
で
あ
ろ
う
。 

湯
沢
雍
彦
に
よ
れ
ば
、
古
く
か
ら
華
族
や
有
産
階
級
の
家
庭
に
住
み
込
ん
だ

「
女
中
」
職
は
、
大
正
期
に
は
サ
ラ
リ
ổ
マ
ン
家
庭
に
も
広
が
り
を
見
せ
、
戦

後
に
な
る
と
時
間
や
職
務
が
限
定
さ
れ
た
有
給
の
「
一
般
の
労
働
関
係
」
へ
と

変
容
し
て
い
ỵ
た
。
「
年
若
い
息
子
が
、
魅
力
的
な
女
中
に
魅
せ
ら
れ
て
恋
愛

感
情
を
も
つ
」
一
例
と
し
て
、
湯
沢
は
、
自
家
の
女
中
に
恋
し
て
結
婚
を
強
く

望
ん
だ
結
果
、
父
と
激
し
く
対
立
す
る
に
至
ỵ
た
志
賀
直
哉
の
事
例
を
挙
げ
て

い
る

(

26
)

。
こ
の
よ
う
な
若
き
息
子
と
女
中
と
の
恋
は
、
一
見
す
る
と
パ
タ
ổ

ン
化
さ
れ
た
典
型
的
な
恋
愛
譚
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
貞
一
と
松
の
関

係
に
は
、
幾
分
異
な
ỵ
た
事
情
が
見
ら
れ
る
。 

「
学
校
の
成
績
も
い
い
し
、
よ
く
出
来
た
子
」
と
言
わ
れ
る
貞
一
は
、
舞
台
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上
に
は
登
場
し
な
い
。
貞
一
は
一
七
歳
の
中
学
生
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
映
画
に

親
し
ん
で
い
る
と
い
う
。飯
島
正
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
映
画
の
流
行
を
受
け
て
、

「
ア
メ
リ
カ
映
画
は
、
ア
メ
リ
カ
を
知
ら
せ
る
役
に
は
立
つ
」
と
し
た
上
で
、

「
ア
メ
リ
カ
映
画
だ
け
を
見
て
、
ア
メ
リ
カ
を
知
つ
た
と
誤
認
し
て
は
い
け
な

い
」
と
注
意
を
促
し
て
い
た

(

27
)

。
谷
川
建
司
は
、
占
領
軍
が
ア
メ
リ
カ
映
画

を
「
対
日
占
領
政
策
を
円
滑
に
実
施
し
て
い
く
上
で
の
日
米
の
共
通
言
語
と
し

て
積
極
的
に
活
用
し
た
」
と
指
摘
す
る

(

28
)

。
戦
後
に
は
ア
メ
リ
カ
映
画
専
門

館
が
数
多
く
設
置
さ
れ

(

29
)

、「
ア
メ
リ
カ
熱
」
と
い
う
状
況
が
存
在
し
て
い

た
。
映
画
愛
好
者
で
あ
る
貞
一
は
、
占
領
期
の
政
策
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
文
化

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
若
者
で
あ
る
。 

天
野
知
幸
が
指
摘
す
る
通
り
、
松
は
「
戦
中
期
に
女
学
校
を
卒
業
し
た
人
物
」

で
あ
る

(

30
)

。
千
代
子
は
「
ク
リ
ổ
ム
の
匂
ひ
を
ぷ
ん
ぷ
ん
さ
せ
て
、
あ
た
く

し
に
対
等
な
口
ぶ
り
で
冗
談
を
言
つ
て
、
図
々
し
い
つ
た
ら
あ
り
は
し
な
い
」

と
不
満
を
漏
ら
す
が
、
松
は
戦
後
の
変
容
し
た
社
会
意
識
を
反
映
し
、
主
従
の

上
下
関
係
を
脱
し
た
女
中
で
あ
る
。
松
と
貞
一
は
、
戦
後
の
新
た
な
文
化
に
影

響
さ
れ
た
若
者
で
あ
り
、
主
従
関
係
の
枠
組
み
を
乗
り
越
え
た
自
由
恋
愛
の
体

現
者
な
の
で
あ
る
。 

戦
後
、
ア
メ
リ
カ
の
介
入
に
よ
り
日
本
人
女
性
が
性
的
な
解
放
と
魅
力
の
表

出
を
可
能
に
し
た

(

31
)

。
松
と
貞
一
に
限
ら
ず
、
千
代
子
と
守
屋
と
の
肉
体
関

係
も
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ゼ
ổ
シ
ἂ
ン
の
潮
流
に
沿
ỵ
た
性
意
識
の
解
放
を

示
し
て
い
る
。
劇
中
、
貞
次
郎
の
み
が
こ
の
よ
う
な
肉
体
関
係
か
ら
隔
絶
さ
れ

て
い
る
。
本
作
に
お
け
る
「
乱
脈
な
」
性
関
係
と
は
、
⾧
ら
く
抑
圧
さ
れ
て
き

た
千
代
子
の
性
欲
の
顕
在
化
で
あ
り
、
敗
戦
後
の
性
的
解
放
の
波
に
乗
ỵ
た
若

い
世
代
の
自
由
恋
愛
の
産
物
で
あ
る
。
貞
次
郎
が
そ
れ
を
信
じ
よ
う
と
せ
ず
、

頑
な
に
拒
絶
す
る
の
は
、
自
ら
の
愛
の
枯
渇
や
性
的
な
不
能
に
向
き
合
う
こ
と

を
無
意
識
に
避
け
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

貞
一
と
は
対
照
的
に
、
一
九
歳
の
千
賀
子
は
映
画
に
対
し
て
あ
か
ら
さ
ま
に

嫌
悪
感
を
示
し
て
い
る
。
彼
女
の
「
第
一
あ
た
く
し
映
画
な
ん
か
き
ら
ひ
だ
わ
」

と
い
う
セ
リ
フ
か
ら
は
、
貞
一
と
対
照
的
な
文
化
的
嗜
好
が
示
さ
れ
て
い
る
。

劇
の
途
中
で
舞
台
に
現
れ
た
千
賀
子
は
、
専
ら
貞
次
郎
に
対
し
て
セ
リ
フ
を
投

げ
か
け
る
。 

千
賀
子 

家
つ
て
、
ほ
ん
た
う
に
自
由
放
任
ね
。
皆
が
皆
、
わ
る
い
こ
と

を
し
て
ゐ
て
、
そ
れ
で
も
つ
て
万
遍
な
く
人
を
ゆ
る
し
て
、
お
か
げ
で

自
分
も
ゆ
る
し
て
も
ら
へ
る
も
の
だ
と
き
め
て
ゐ
る
の
だ
わ
。
わ
る
い

こ
と
を
し
な
い
の
は
お
父
さ
ま
だ
け
だ
け
ど
、
で
も
一
番
わ
る
い
こ
と

を
し
て
ゐ
る
の
は
お
父
さ
ま
か
も
し
れ
な
い
わ
。
だ
つ
て
自
由
放
任
の
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生
み
の
親
は
お
父
さ
ま
で
す
も
の
。 

貞
次
郎 

さ
う
お
父
さ
ん
を
責
め
る
な
よ
。
意
志
や
主
義
で
し
て
ゐ
る
こ

と
な
ら
お
父
さ
ん
を
責
め
る
の
も
い
い
だ
ら
う
。
が
、
お
父
さ
ん
は
全

部
仕
方
な
し
に
か
う
な
つ
た
の
さ
。
(
い
く
ら
か
元
気
を
得
て
)
さ
う

な
ん
だ
。
千
賀
子
、
(
ふ
し
ぎ
に
晴
れ
や
か
に
)
仕
方
な
し
な
ん
だ
。 

千
賀
子
の
批
判
は
徹
底
し
て
お
り
、
家
庭
内
の
自
由
放
任
主
義
や
父
親
の
無

責
任
さ
に
対
す
る
不
満
が
鮮
明
に
表
れ
て
い
る
。
自
由
放
任
を
旨
と
す
る
父
親

を
「
仕
方
な
し
に
」
演
じ
る
貞
次
郎
の
戯
画
的
な
姿
は
、
そ
の
批
判
の
正
当
性

を
さ
ら
に
強
調
し
、
戯
曲
の
喜
劇
性
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
千
代
子
と
千
賀
子

は
そ
れ
ぞ
れ
貞
次
郎
と
対
峙
す
る
場
面
を
持
ち
、
貞
次
郎
に
批
判
的
な
言
葉
を

投
げ
か
け
る
。
貞
次
郎
の
意
志
薄
弱
な
言
動
に
よ
り
不
和
は
一
時
的
に
緩
和
さ

れ
る
も
の
の
、
根
本
的
な
解
決
に
は
至
ら
な
い
。 

守
屋
が
千
賀
子
を
音
楽
会
へ
迎
え
に
来
る
く
だ
り
に
は
、
「
こ
の
と
き
二
階

よ
り
若
き
テ
ノ
ổ
ル
に
て
下
宿
人
守
屋
の
節
廻
し
や
ゝ
調
子
外
れ
た
る
歌
声
き

こ
ゆ
。
あ
り
ふ
れ
た
る
外
国
種
の
恋
の
歌
な
り
。
歌
声
の
お
こ
る
と
同
時
に
、

母
と
娘
に
相
似
た
る
感
動
起
る
」
と
の
ト
書
が
あ
る
。
こ
こ
で
起
る
感
動
が
千

賀
子
と
「
相
似
た
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
千
代
子
が
守
屋
に
対
し
て
特
別

な
感
情
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
「
調
子
外
れ
た
る
歌
声
」
と

い
う
表
現
は
、家
庭
内
の
不
調
和
や
不
和
を
象
徴
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。

母
娘
が
実
際
に
は
不
調
和
な
も
の
に
感
動
す
る
こ
と
で
、
彼
女
た
ち
の
感
情
や

家
庭
内
の
状
況
が
一
層
滑
稽
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
千
賀
子
が
「
あ
た
く
し
の
邪
魔
を
す
る
人
」
と
「
あ
た
く
し
が
一

番
好
き
な
人
」
を
憎
ん
で
い
る
と
母
に
告
げ
る
場
面
を
考
え
れ
ば
、
彼
女
が
守

屋
と
千
代
子
の
不
貞
な
関
係
を
察
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
「
邪
魔
を
す
る

人
」
が
千
代
子
、
「
好
き
な
人
」
が
守
屋
で
あ
る
と
い
う
構
図
は
、
む
し
ろ
貞

次
郎
が
否
認
し
よ
う
と
す
る
家
庭
内
の
複
雑
な
事
情
の
信
憑
性
を
一
層
高
め
る

も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

千
賀
子
は
退
場
し
、
守
屋
と
音
楽
会
へ
行
く
。
こ
の
二
人
は
心
中
し
に
行
ỵ

た
と
察
知
し
て
い
る
千
代
子
は
貞
次
郎
に
そ
の
こ
と
を
告
げ
る
が
、
貞
次
郎
は

「
又
君
の
癖
が
は
じ
ま
つ
た
」
と
そ
れ
を
信
じ
よ
う
と
せ
ず
、
「
千
賀
子
と
守

屋
は
腕
を
組
ん
で
音
楽
会
か
ら
か
へ
つ
て
く
る
」
と
返
す
。
千
代
子
は
、
つ
い

に
感
情
を
露
わ
に
す
る
。 

千
代
子 

あ
た
く
し
は
嘘
を
言
へ
な
い
女
だ
と
い
ふ
こ
と
、
ま
だ
お
わ
か

り
に
な
ら
な
い
の
。
哀
れ
な
方
ね
。
本
当
の
こ
と
し
か
言
へ
な
い
女
は
、

き
ま
つ
て
こ
ん
な
み
じ
め
な
立
場
に
置
か
れ
る
も
の
な
ん
だ
わ
。
千
賀

子
ち
や
ん
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
あ
な
た
を
殺
し
て
し
ま
つ
て
。
み
ん
な
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お
母
さ
ま
が
悪
か
つ
た
の
よ
。
お
母
さ
ま
が
も
う
少
し
し
つ
か
り
す
れ

ば
、
あ
な
た
た
ち
死
な
な
い
で
済
ん
だ
の
よ
。
守
屋
さ
ん
、
か
へ
つ
て

来
て
頂
戴
！ 

あ
な
た
だ
け
死
に
き
れ
な
か
つ
た
ら
、
か
ま
は
ず
に
千

賀
子
を
置
い
て
か
へ
つ
て
来
て
頂
戴…

…

あ
た
く
し
寂
し
い
の…

…

ど

う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い…

…

あ
な
た
と
千
賀
子
に
行
か
れ
た
ら
あ

た
く
し
も
死
ん
で
し
ま
ふ…

…

も
う
生
き
て
ゐ
た
く
な
い
。…

…

こ
ん

な
何
も
起
ら
な
い
家
に
は
生
き
て
ゐ
た
く
な
い
。 

舞
台
か
ら
去
ỵ
た
千
賀
子
の
役
割
は
、
千
代
子
の
モ
ノ
ロ
ổ
グ
を
誘
発
し
、

彼
女
の
内
的
葛
藤
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
に
存
す
る
。
右
で
は
、
千
代
子
は
舞

台
上
に
は
存
在
し
な
い
千
賀
子
や
守
屋
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
彼
ら
は
舞
台
上

に
は
不
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
千
代
子
の
内
面
の
投
影
先
と
な
る
こ
と

で
セ
リ
フ
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。 

岸
田
「
紙
風
船
」
の
幕
切
れ
で
は
、
ト
書
に
「
此
の
時
「
あ
ら
ツ
」
と
い
ふ

女
の
子
の
叫
び
声
が
聞
え
る
。
庭
の
中
に
、
大
き
な
紙
風
船
が
転
が
ỵ
て
来
る
」

と
記
し
、
舞
台
上
の
妻
は
、
千
枝
子
の
名
を
三
度
呼
ぶ
。
「
(
独
言
の
や
う
に
)

千
枝
子
ち
や
ん
は
、
お
う
ち
に
ゐ
る
の
、
今
日
は
」
「
千
枝
子
ち
や
ん
、
い
ら

つ
し
や
い
。
を
ば
ち
や
ん
と
風
船
を
つ
い
て
遊
び
ま
せ
う
」
「
千
枝
子
ち
や
ん
、

あ
つ
ち
か
ら
廻
つ
て
い
ら
つ
し
や
い
」
。
姿
を
現
さ
な
い
千
枝
子
は
、
声
の
み

の
存
在
な
の
か
、
そ
れ
と
も
実
在
し
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
妻
の
呼
び
か
け
が

届
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
解
釈
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
ろ

う
。
内
田
秀
樹
は
、
幕
切
れ
の
紙
風
船
が
千
枝
子
に
よ
ỵ
て
持
ち
出
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
不
条
理
な
力
の
働
き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
、
こ
の
戯

曲
は
、
外
部
の
干
渉
を
一
切
受
け
ず
に
退
屈
に
暮
ら
す
夫
と
妻
が
内
部
空
間
に

封
じ
込
め
ら
れ
た
状
態
で
の
み
、
完
結
に
至
る
と
論
ず
る

(

32
)

。 

こ
れ
に
対
し
、
「
火
宅
」
に
お
い
て
は
千
賀
子
が
具
体
的
に
舞
台
上
に
登
場

し
、
劇
的
空
間
を
自
在
に
移
動
す
る
こ
と
で
時
間
の
進
行
を
表
現
し
て
い
る
。

「
事
件
」
か
ら
排
除
さ
れ
る
「
何
も
起
ら
な
い
家
」
は
、
ま
さ
に
出
口
の
な
い

部
屋
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
だ
が
「
紙
風
船
」
と
は
異
な
り
、
夫
婦
間
の
閉

塞
感
が
漂
う
空
間
と
力
関
係
は
、
外
部
か
ら
の
干
渉
、
す
な
わ
ち
千
賀
子
の
登

場
に
よ
ỵ
て
打
破
さ
れ
、
劇
の
緊
張
感
が
揺
る
が
さ
れ
る
と
同
時
に
、
貞
次
郎

が
否
認
し
よ
う
と
す
る
外
部
空
間
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
六
〇
年
代
に
新
劇
批
判
を
展
開
し
た
三
島
は
、
ア
ン

チ
・
テ
ア
ト
ル
の
典
型
と
し
て
チ
ỽ
ổ
ホ
フ
の
劇
を
挙
げ
て
い
た
。
チ
ỽ
ổ
ホ

フ
の
劇
で
は
事
件
が
な
く
、
あ
る
い
は
事
件
が
舞
台
の
外
で
起
こ
る
こ
と
が
、

そ
の
特
質
で
あ
る
と
言
わ
れ
る

(

33
)

。
次
節
で
は
、
本
作
と
同
様
に
火
事
発
生

の
場
面
を
持
つ
チ
ỽ
ổ
ホ
フ
の
「
三
人
姉
妹
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
幕
切
れ
の
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火
事
と
い
う
出
来
事
が
い
か
に
解
釈
さ
れ
う
る
か
を
考
察
す
る
。 

 
四 
助
事
件
努
と
火
事 

 

戯
曲
の
前
半
に
お
い
て
、
貞
次
郎
は
「
僕
の
夢
の
家
庭
と
い
ふ
も
の
に
は
し

よ
つ
ち
ゆ
う
人
間
的
な
愉
し
い
事
件
や
悲
し
い
事
件
や
嬉
し
い
事
件
が
起
つ
て

ゐ
な
け
り
や
な
ら
ん
の
だ
が
、
い
ざ
自
分
の
現
実
の
家
庭
と
顔
を
つ
き
あ
は
せ

て
み
る
と
、
こ
の
夢
は
た
ち
ま
ち
消
え
て
跡
も
な
し
だ
」
と
自
ら
の
夢
を
語
ỵ

て
い
た
。
後
半
に
な
る
と
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

貞
次
郎 

な
る
ほ
ど
う
ま
く
出
来
た
筋
だ
ね
。
僕
も
さ
う
あ
つ
て
ほ
し
い

と
望
む
よ
。
さ
う
な
つ
た
ら
、
毎
朝
新
聞
を
よ
む
だ
け
で
も
退
屈
し
な

い
よ
。
独
乙
文
学
の
大
里
氏
の
令
嬢
下
宿
人
と
心
中
か
。
と
に
か
く
自

分
の
家
の
事
件
が
新
聞
に
出
た
ら
興
味
津
々
だ
ら
う
か
ら
ね
。
そ
れ
か

ら
毎
日
、
心
中
事
件
と
な
る
と
特
別
の
興
味
で
よ
め
る
や
う
に
な
る
だ

ら
う
か
ら
ね
。 

三
島
は
「
何
の
事
件
も
起
ら
な
い
芝
居
を
書
い
て
み
た
い
」
と
創
作
動
機
を

述
べ
て
い
た
が
、
劇
中
で
は
、
「
事
件
」
の
存
在
や
不
在
が
登
場
人
物
の
台
詞

を
通
し
て
提
示
さ
れ
、
議
論
の
対
象
と
な
ỵ
て
い
る
。
貞
次
郎
は
、
自
分
の
家

に
は
何
事
も
起
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
高
を
括
ỵ
た
う
え
で
、
新
聞
沙
汰
に
な
る

よ
う
な
「
事
件
」
の
発
生
を
期
待
す
る
よ
う
な
セ
リ
フ
を
発
し
て
い
る
の
で
あ

る
。 純

粋
演
劇
論
を
打
ち
出
し
た
岸
田
は
「
紙
風
船
」
の
創
作
を
通
じ
、
戯
曲
が

劇
的
な
展
開
を
必
要
と
せ
ず
、
人
物
の
日
常
会
話
の
み
で
成
立
可
能
で
あ
る
こ

と
を
証
明
し
た
と
言
え
る
。
岸
田
の
戯
曲
と
評
論
に
示
唆
を
得
た
「
火
宅
」
に

お
い
て
は
、
貞
次
郎
は
「
事
件
」
の
発
生
を
期
待
し
つ
つ
も
、
同
時
に
「
妻
の

語
る
家
庭
内
の
乱
脈
な
性
関
係
」(

34
)

を
ま
と
も
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
な
い
。

彼
は
「
こ
れ
ほ
ど
父
親
が
み
ん
な
の
意
志
を
尊
重
し
て
ゐ
る
家
で
駆
落
ち
や
心

中
事
件
の
起
る
余
地
が
あ
る
か
し
ら
」
と
述
べ
、
「
事
件
」
の
実
現
可
能
性
を

斥
け
る
。
貞
次
郎
の
「
そ
ん
な
滅
多
に
起
き
な
い
出
来
事
と
い
ふ
も
の
は
小
説

の
中
で
だ
け
起
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
演
劇
論
的
な
セ
リ
フ
は
、
「
駆
落
ち
」
や

「
心
中
」と
い
ỵ
た
事
件
を
劇
に
導
入
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
否
定
し
て
お
り
、

新
劇
譲
り
の
当
時
の
三
島
の
ア
ン
チ
・
テ
ア
ト
ル
の
理
念
が
反
映
さ
れ
て
い
る

と
み
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

事
件
よ
り
人
物
の
心
理
に
重
き
を
置
い
た
作
品
と
し
て
チ
ỽ
ổ
ホ
フ
の
「
三

人
姉
妹
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
は
複
数
の
ド
ラ
マ
を
内
包
し
、
多
面
的

な
構
成
を
持
つ
戯
曲
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
「
火
宅
」
の
場
合
、
千
代
子
と
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守
屋
、
千
賀
子
と
守
屋
、
貞
一
と
松
と
い
う
三
組
の
恋
愛
が
同
時
進
行
で
展
開

さ
れ
、
そ
の
多
面
的
な
構
成
に
お
い
て
、
チ
ỽ
ổ
ホ
フ
劇
の
構
図
や
類
似
性
を

持
ỵ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
千
賀
子
の
次
の
セ
リ
フ
に
目
を
向
け
よ
う
。 

千
賀
子 
あ
あ
、
好
い
お
天
気
！ 

な
ん
て
好
い
日
光
で
せ
う
。
小
鳥
が

来
て
、
手
入
れ
も
し
な
い
の
に
薔
薇
が
咲
い
て
、
木
の
葉
の
匂
い
が
し

て
、…

…

雲
が
ゆ
つ
く
り
停
車
場
の
は
う
へ
う
ご
い
て
行
つ
て
、…
…

ね
え
、
お
父
さ
ま
、
あ
た
く
し
子
供
の
と
き
何
十
遍
よ
ん
だ
か
し
れ
な

い
印
度
の
童
話
集
に
あ
ん
な
雲
が
描
い
て
あ
つ
た
の
を
お
ぼ
え
て
ゐ
る

わ
。
そ
れ
か
ら
序
文
に
こ
ん
な
文
章
が
あ
つ
た
の
も
よ
く
お
ぼ
え
て
ゐ

る
わ
。 

千
賀
子
の
口
に
す
る
童
話
集
は
、
岩
井
信
実
編
『
新
訳
印
度
童
話
集
』
(
冨

山
房
、
一
九
二
五
年
一
二
月
)
で
あ
る
。
こ
の
童
話
集
は
三
島
の
母
倭
文
重
が

買
い
与
え
た
児
童
向
け
書
物
で
あ
り
、
松
本
徹
に
よ
れ
ば
「
い
ず
れ
も
立
派
な

造
本
で
、
中
身
も
原
作
に
思
い
の
ほ
か
忠
実
で
、
三
島
の
文
学
教
養
の
か
な
り

の
部
分
は
、
こ
れ
ら
に
よ
ỵ
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
評
さ
れ
て
い

る
(

35
)

。 

そ
れ
に
も
ま
し
て
、
千
賀
子
の
抒
情
的
な
調
子
を
も
ỵ
た
こ
の
セ
リ
フ
が
、

「
三
人
姉
妹
」
の
イ
リ
ổ
ナ
が
発
す
る
次
の
セ
リ
フ
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
が
興

味
深
い
。
「
い
い
お
天
気
ね
え
、
今
日
は
。
ど
う
し
て
こ
う
気
持
が
晴
れ
ば
れ

し
て
い
る
の
か
、
あ
た
し
自
分
で
も
わ
か
ら
な
い
！ 

け
さ
、
今
日
は
あ
た
し

の
〈
名
の
日
〉
だ
ỵ
た
と
、
ひ
Ỹ
い
と
思
い
だ
し
た
ら
、
急
に
う
れ
し
く
な
ỵ

て
、
ま
だ
お
母
さ
ま
が
生
き
て
ら
し
た
、
子
供
の
頃
を
思
い
だ
し
た
の
。
す
る

と
、
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
、
す
ば
ら
し
い
考
え
が
湧
い
て
き
て
、
胸
が
ど
き
ど

き
し
た
わ
。
そ
り
Ỷ
す
ば
ら
し
い
考
え
ば
か
り
！
」

(

36
)

。
千
賀
子
の
セ
リ
フ

に
見
ら
れ
る
自
然
の
美
し
さ
や
日
常
の
細
密
な
描
写
は
、
現
実
の
苦
悩
と
理
想

や
夢
と
の
対
比
を
鮮
や
か
に
描
き
出
す
イ
リ
ổ
ナ
の
セ
リ
フ
を
継
承
し
て
い

る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
千
賀
子
の
理
想
化
さ
れ
た
芸
術
的
世
界
は
、
閉
塞
的
な

大
里
家
の
空
間
と
も
対
比
を
な
し
て
い
る
。 

本
作
と
「
三
人
姉
妹
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
言
え
ば
、
両
作
に
火
事
の
場
面

が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
に
値
す
る
。
三
姉
妹
と
そ
の
兄
は
、
モ
ス
ク
ワ

へ
の
帰
還
を
夢
見
つ
つ
亡
き
父
の
家
で
同
居
し
て
い
る
が
、
彼
ら
の
日
常
は
、

第
三
幕
で
突
如
訪
れ
る
火
事
に
よ
ỵ
て
一
変
す
る
。
こ
の
突
発
的
な
事
件
を
め

ぐ
ỵ
て
、
作
品
は
各
登
場
人
物
の
性
格
や
対
応
の
仕
方
を
描
き
出
す
。
エ
ル
ミ

ổ
ロ
フ
は
「
三
人
姉
妹
」
に
つ
い
て
、
「
す
べ
て
の
行
動
は
火
事
を
背
景
と
し

て
起
る
」
と
し
、
「
彼
女
た
ち
の
家
は
火
事
の
被
害
を
こ
う
む
ら
な
い
」
が
、

「
彼
女
た
ち
が
も
ỵ
て
い
た
も
の
は
第
三
幕
で
全
部
焼
け
て
し
ま
う―

―

彼
女
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た
ち
の
モ
ス
ク
ワ
の
夢
も
、
幸
福
の
期
待
も
」
と
指
摘
し
て
い
る

(

37
)

。 

「
三
人
姉
妹
」
の
ト
書
で
は
「
火
事
は
も
う
だ
い
ぶ
前
に
起
ỵ
て
い
る
ら
し

い
」
と
提
示
さ
れ
る
が
、
こ
の
火
事
は
家
の
内
部
空
間
で
は
な
く
、
窓
外
で
実

際
に
発
生
し
て
い
る
。
火
事
は
「
窓
外
」
の
「
外
部
空
間
」
と
結
び
つ
く
現
実

の
事
件
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
三
島
は
「
火
宅
」
の

作
者
と
し
て
、
本
作
の
「
幕
切
れ
の
焔
は
果
し
て
幻
影
の
火
で
あ
る
か
現
実
の

火
で
あ
る
か
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
」
と
解
説
し
て
い
る

(

38
)

。
「
火
宅
」
に
お

け
る
火
事
と
い
う
事
件
は
、
幻
影
な
の
か
現
実
な
の
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
物
理
的
な
現
実
を
超
え
た
両
義
性
を
帯
び
て
い
る
。 

述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
「
火
宅
」
で
は
、
貞
次
郎
の
観
念
に
よ
ỵ
て
事
件
が

排
除
さ
れ
た
「
何
も
起
ら
な
い
」
家
と
い
う
内
部
空
間
と
、
実
際
に
「
家
庭
内

の
乱
脈
な
性
関
係
」が
起
こ
ỵ
た
外
部
空
間
と
の
二
重
構
造
が
成
立
し
て
い
る
。

貞
次
郎
の
観
念
が
構
築
し
て
き
た
大
里
家
の
内
部
空
間
で
は
事
件
は
排
除
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
三
島
が
解
説
す
る
通
り
「
戦
後
の
社
会
が
火
宅
に
象
徴
さ

れ
る
」
と
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
戦
後
社
会
の
無
秩
序
を
象
徴
す
る
「
家
庭
内
の

乱
脈
な
性
関
係
」
は
、
家
⾧
で
あ
る
貞
次
郎
の
み
に
見
え
な
い
家
庭
の
外
部
で

現
実
に
起
こ
ỵ
て
い
る
。
そ
の
外
部
空
間
で
は
、
貞
一
と
松
の
恋
愛
や
、
千
代

子
と
守
屋
の
不
貞
と
い
う
事
件
が
展
開
さ
れ
て
き
た
の
だ
。
と
こ
ろ
が
劇
の
幕

切
れ
に
置
か
れ
た
火
事
と
い
う
事
件
は
、
内
部
空
間
を
外
部
空
間
と
接
触
さ
せ

る
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
幕
切
れ
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
検
討
を
加
え
た
い
。 

 

五 

幕
切
れ
の
逆
転 

 

燃
え
さ
か
る
焔
の
イ
メ
ổ
ジ
を
扱
ỵ
た
三
島
の
戯
曲
と
言
え
ば
、後
年
の「
弱

法
師
」
(
『
声
』
一
九
六
〇
年
七
月
)
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
焔
に
つ
い

て
は
、
失
明
し
た
主
人
公
俊
徳
の
セ
リ
フ
で
言
及
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
対
し

て
「
火
宅
」
で
は
、
焔
は
ト
書
に
よ
ỵ
て
視
覚
的
に
提
示
さ
れ
る
。 

貞
次
郎 

何
だ
ら
う
、
君
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
封
筒
を
か
く
し
た
か
い
。 

千
代
子 

ど
こ
で
す
の
。 

貞
次
郎 

こ
の
お
皿
の
う
し
ろ
さ
。
妙
だ
ね
。…

…

あ
！ 

千
賀
子
の
書

置
き
か
も
し
れ
な
い
ぞ
。 

千
代
子 

(
ヒ
ス
テ
リ
ỿ
ク
に
笑
ふ
)
何
を
ば
か
な
こ
と
を
言
つ
て
ら
つ

し
や
る
の
よ
。
き
つ
と
貞
一
が
い
た
づ
ら
を
し
た
ん
で
す
よ
。
そ
ん
な

も
の
庭
へ
捨
て
て
お
し
ま
ひ
あ
そ
ば
せ
。 

貞
次
郎 

庭
へ…

…

(
思
は
ず
庭
を
み
て
、
ち
ら
〳
〵
と
募
る
数
し
れ
ぬ

焔
を
見
て
仰
天
す
)
火
事
だ
！ 

君
、
火
事
だ
よ
！ 

か
う
し
て
は
ゐ
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ら
れ
な
い
。
千
代
子
、
何
を
し
て
る
ん
だ
。
僕
は
書
斎
の
も
の
を
持
ち

出
す
か
ら…

…

(
真
昼
の
寂
た
る
庭
に
小
さ
き
無
数
の
焔
は
い
よ
〳
〵

ひ
ろ
が
り
て
縁
先
を
も
舐
め
ん
と
す
) 

千
代
子 
火
事
だ
つ
て…

…

火
事
な
ん
て
、
火
事
な
ん
て
滅
多
に
起
る
も

の
ぢ
や
な
い
わ
。
(
こ
の
セ
リ
フ
の
間
に
一
ἅ
際
募
れ
る
焔
は
縁
先
に

立
ち
は
だ
か
り
、
殆
ん
ど
軒
に
届
く
と
み
え
た
り
。
他
な
る
焔
も
ひ
そ

か
に
這
ひ
寄
り
て
寂
寞
た
る
裡
に
こ
れ
に
和
せ
ん
と
す
る
も
の
の
ご
と

し
) 

大
橋
裕
美
は
幕
切
れ
で
焔
に
包
ま
れ
る
と
い
う
設
定
に
つ
い
て
、
郡
虎
彦
の

戯
曲
「
道
成
寺
」
か
ら
の
継
承
関
係
に
着
目
し
た
上
で
、
ト
書
に
よ
る
焔
の
表

現
に
つ
い
て
は
失
敗
で
あ
る
と
指
摘
す
る

(

39
)

。
し
か
し
改
め
て
注
目
す
べ
き

は
、
焔
が
貞
次
郎
に
は
見
え
て
も
千
代
子
に
は
見
え
な
い
と
い
う
認
識
の
齟
齬

に
よ
ỵ
て
、
そ
れ
が
「
現
実
」
な
の
か
「
幻
影
」
な
の
か
が
曖
昧
と
な
り
、
事

件
が
両
義
性
を
は
ら
む
も
の
と
な
ỵ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
義
性

を
は
ら
ん
だ
事
件
が
、
家
⾧
の
観
念
に
よ
ỵ
て
閉
ざ
さ
れ
た
大
里
家
と
い
う
内

部
空
間
に
亀
裂
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。 

千
賀
子
の
退
場
後
、
あ
く
ま
で
「
楽
天
的
な
」
貞
次
郎
に
絶
望
し
た
千
代
子

は
、
貞
一
と
松
、
自
分
と
守
屋
と
の
間
に
情
事
が
あ
ỵ
た
こ
と
を
告
げ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
「
小
説
の
中
で
だ
け
起
る
」
も
の
で
し
か
な
い
と
し
て
、

貞
次
郎
は
取
り
合
お
う
と
し
な
い
。
「
滅
多
に
起
き
な
い
出
来
事
」
と
い
う
貞

次
郎
の
セ
リ
フ
は
、
幕
切
れ
で
今
度
は
千
代
子
か
ら
発
せ
ら
れ
る
。
千
代
子
は
、

娘
千
賀
子
と
守
屋
の
心
中
を
察
知
し
た
際
に
は
「
き
つ
と
ど
こ
か
に
書
置
が
あ

る
わ
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
幕
切
れ
で
貞
次
郎
が
千
賀
子
の
書
置
き
を
発
見
す

る
と
、
「
き
つ
と
貞
一
が
い
た
づ
ら
を
し
た
ん
で
す
よ
」
と
言
葉
を
翻
す
。
こ

う
し
て
目
の
前
に
起
り
つ
つ
あ
る
火
事
と
い
う
事
件
を
貞
次
郎
が
受
け
入
れ
る

の
に
対
し
て
、
千
代
子
は
そ
れ
を
否
認
す
る
。 

千
代
子
は
、
貞
次
郎
と
大
里
家
の
内
部
で
生
じ
て
き
た
荒
廃
と
、
そ
の
外
部

で
千
賀
子
や
守
屋
が
担
い
取
ỵ
て
き
た
頽
廃
を
洞
察
し
て
き
た
。
だ
が
、
幕
切

れ
の
火
事
に
よ
ỵ
て
外
部
の
侵
食
を
被
ỵ
た
と
き
、
む
し
ろ
彼
女
は
貞
次
郎
の

観
念
に
よ
ỵ
て
構
築
さ
れ
た
「
何
も
起
ら
な
い
家
」
の
平
穏
さ
に
選
択
的
に
閉

じ
こ
も
ろ
う
と
し
て
い
る
。か
く
て
本
作
で
は
、貞
次
郎
の
期
待
し
て
き
た
「
事

件
」
が
偶
発
的
な
火
事
と
い
う
形
を
と
ỵ
て
大
里
家
の
内
部
と
接
触
す
る
こ
と

に
よ
ỵ
て
、
貞
次
郎
と
千
代
子
の
認
識
に
皮
肉
な
逆
転
を
引
き
起
こ
す
。
火
事

が
発
生
す
る
前
の
会
話
に
は
、
「
こ
の
会
話
の
あ
た
り
か
ら
、
日
ざ
し
明
る
き

庭
の
背
景
の
一
部
に
ち
ら
ち
ら
と
小
さ
き
焔
み
ゆ
」
と
の
ト
書
が
付
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
、
貞
次
郎
と
千
代
子
は
そ
の
焔
に
気
づ
か
な
い
。
こ
こ
で
の
焔
は
、
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舞
台
の
外
で
生
じ
た
「
事
件
」
を
象
徴
し
て
い
る
。
幕
切
れ
で
貞
次
郎
が
「
火

事
だ
！ 

君
、
火
事
だ
よ
」
と
叫
ぶ
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
は
彼
の
観
念
が
大
里

家
の
外
部
へ
と
排
除
し
て
き
た
「
事
件
」
が
内
部
に
侵
食
し
て
き
た
こ
と
を
告

げ
て
お
り
、
劇
は
こ
の
「
事
件
」
の
始
ま
り
を
も
ỵ
て
終
る
の
で
あ
る
。 

千
代
子
と
貞
次
郎
を
包
み
込
む
「
何
も
起
ら
な
い
家
」
は
、
最
初
か
ら
行
き

詰
ま
り
、
閉
塞
感
に
満
ち
た
も
の
だ
ỵ
た
。
夫
婦
二
人
は
何
ら
か
の
変
化
を
望

ん
で
い
る
も
の
の
、
合
理
的
な
解
決
方
法
は
見
出
せ
ず
、
不
毛
な
会
話
や
否
定

的
な
人
間
関
係
の
中
で
登
場
人
物
は
孤
独
に
埋
没
し
て
い
く
。
劇
的
世
界
に
変

化
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
「
事
件
」
で
あ
る
火
事
を
千
代
子
が
否
認
す
る
と
き
、

状
況
の
閉
塞
感
は
一
層
際
立
つ
だ
ろ
う
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
千
代
子
は
家
庭
内

の
混
沌
と
秘
密
を
抱
え
た
ま
ま
、
家
か
ら
逃
れ
る
こ
と
な
く
火
事
に
囲
ま
れ
て

し
ま
う
。
反
対
に
、
前
半
で
は
「
何
も
起
ら
な
い
」
と
信
じ
込
ん
で
い
た
貞
次

郎
が
、
幕
切
れ
に
お
い
て
火
事
を
認
識
し
受
け
入
れ
る
と
き
、
家
庭
は
事
件
の

現
場
で
あ
る
外
部
空
間
に
向
か
ỵ
て
開
か
れ
る
だ
ろ
う
。 

三
島
の
劇
壇
デ
ビ
ἁ
ổ
作
で
あ
る
「
火
宅
」
は
こ
の
よ
う
に
、
岸
田
國
士
作

品
を
細
部
に
わ
た
ỵ
て
参
照
し
な
が
ら
、空
間
構
造
を
よ
り
多
層
化
し
て
い
る
。

最
も
特
筆
す
べ
き
は
、
幕
切
れ
に
お
け
る
夫
妻
の
認
識
の
逆
転
で
あ
る
。
当
初

は
「
滅
多
に
起
き
な
い
出
来
事
と
い
ふ
も
の
は
小
説
の
中
で
だ
け
起
る
」
と
語

ỵ
て
い
た
貞
次
郎
は
、
火
事
と
い
う
事
件
の
発
生
を
受
け
入
れ
る
。
一
方
、
駆

落
ち
や
心
中
と
い
う
事
件
の
存
在
を
あ
り
う
る
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た

千
代
子
の
ほ
う
が
、
火
事
の
発
生
を
否
認
す
る
。
こ
の
認
識
の
逆
転
に
よ
り
、

本
作
は
事
件
を
否
認
す
る
ア
ン
チ
・
テ
ア
ト
ル
の
性
格
を
備
え
な
が
ら
、
同
時

に
事
件
を
招
来
す
る
劇
へ
と
回
帰
す
る
と
い
う
二
重
性
を
獲
得
し
て
い
る
。
心

理
主
義
的
な
家
庭
劇
の
装
い
を
持
つ
「
火
宅
」
は
、
幕
切
れ
に
二
重
の
意
味
を

持
つ
こ
の
「
事
件
」
を
据
え
る
こ
と
に
よ
ỵ
て
、
劇
的
な
も
の
と
は
何
か
と
い

う
問
い
を
舞
台
の
上
で
象
徴
的
に
示
す
試
み
と
し
て
結
実
し
た
の
で
あ
る
。 

    

＊
「
火
宅
」
の
引
用
は
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
㉑
』
(
新
潮
社
、
二
〇
〇

二
年
八
月
)
に
拠
る
。
セ
リ
フ
を
引
用
す
る
際
に
、
ト
書
は
適
宜
省
略
し
た
。 

＊
本
稿
は
、
二
〇
二
三
年
度
日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
秋
季
大
会
(
於
近
畿

大
学
)
で
の
口
頭
発
表
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
ご
教
示
い
た
だ

い
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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注 (
１
) 

三
島
由
紀
夫
「
ロ
マ
ン
チ
ỿ
ク
演
劇
の
復
興
」
(
『
婦
人
公
論
』
一
九

六
三
年
七
月→

『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
㉜
』
新
潮
社
、
二
〇
〇
三
年

七
月
、
四
六
五
頁
。
以
下
『
全
集
』
と
略
す
) 

(
２
) 

大
笹
吉
雄
『
最
後
の
岸
田
國
士
論
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
三
年
九

月
一
〇
日
、
二
一
七
頁 

(
３
) 

安
堂
信
也
『
ゴ
ド
ổ
を
待
ỵ
た
日
々 

安
堂
信
也
演
劇
論
集
』
晩
成
書

房
、
二
〇
〇
四
年
四
月
、
一
六
九
頁 

(
４
) 

岸
田
國
士
「
演
劇
一
般
講
話
」
(
『
文
芸
講
座
』
文
芸
春
秋
社
、
一
九

二
四
年
一
二
月→

『
岸
田
國
士
全
集
⑧
』
新
潮
社
、
一
九
五
五
年
七
月
、

三
三
Ộ
三
六
頁
) 

(
５
) 

岸
田
國
士
「
演
劇
本
質
の
整
理
」(
『
新
潮
』
一
九
三
四
年
九
月→

『
岸

田
國
士
全
集
⑧
』
前
掲
、
二
〇
三
頁
) 

(
６
) 

岸
田
國
士
「
戯
曲
集
『
歳
月
』
に
つ
い
て
」
(
『
歳
月
』
創
元
社
、
一

九
三
九
年
九
月→

『
岸
田
國
士
全
集
⑨
』
新
潮
社
、
一
九
五
五
年
八
月
、

三
一
六
頁
) 

(
７
) 

大
笹
吉
雄
『
最
後
の
岸
田
國
士
論
』
前
掲
、
二
四
八
頁 

(
８
) 

渡
邊
一
民
『
岸
田
國
士
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
二
月
、
四
三
頁 

(
９
) 

三
島
由
紀
夫
「
岸
田
国
士
先
生
」
(
『
東
京
タ
イ
ム
ズ
』
一
九
五
四
年

三
月→

『
全
集
㉘
』
二
五
二
頁
)
。 

(
10
) 

三
島
由
紀
夫
「
岸
田
国
士
氏
の
思
ひ
出
」
(
『
Ｎ
Ｌ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

一
九
六
八
年
一
〇
月→

『
全
集
㉟
』
二
四
一
頁
) 

(
11
) 

堂
本
正
樹
『
劇
人
三
島
由
紀
夫
』
劇
書
房
、
一
九
九
四
年
四
月
、
一

三
一
頁 

(
12
) 

日
比
野
啓
『
三
島
の
子
ど
も
た
ち―

三
島
由
紀
夫
の
「
革
命
」
と
日

本
の
戦
後
演
劇
』
白
水
社
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
、
三
〇
頁 

(
13
) 

堂
本
正
樹
『
三
島
由
紀
夫
の
演
劇 

幕
切
れ
の
思
想
』
劇
書
房
、
一

九
七
七
年
七
月
、
一
二
一
頁
。
対
し
て
、
三
島
に
お
け
る
ロ
マ
ン
チ
ỿ
ク

演
劇
の
復
興
に
重
き
を
置
く
今
村
忠
純
は
、
「
火
宅
」
と
「
燈
台
」
を
ラ

シ
ổ
ヌ
の
「
フ
ỽ
ổ
ド
ル
」
に
関
連
づ
け
、
岸
田
か
ら
の
影
響
を
否
定
し

て
い
る
(
「
三
島
劇
の
た
め
に
」
『
三
島
由
紀
夫
の
演
劇
』
鼎
書
房
、
二

〇
〇
七
年
七
月
)
。 

(
14
) 

三
島
由
紀
夫
「
「
火
宅
」
に
つ
い
て 

作
者
の
言
葉
」
(
『
俳
優
座

プ
ロ
グ
ラ
ム
』
一
九
四
九
年
二
月→

『
全
集
㉗
』
一
六
五
頁
) 

(
15
) 

岸
田
の
死
去
と
同
時
期
に
、
一
九
五
四
年
四
月
に
雑
誌
『
新
劇
』
が

創
刊
さ
れ
、
二
号
に
わ
た
ỵ
て
岸
田
の
追
悼
特
集
が
組
ま
れ
た
。
『
新
劇
』
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編
集
委
員
に
は
、
木
下
順
二
、
田
中
千
禾
夫
、
真
船
豊
、
飯
沢
匡
、
三
島

由
紀
夫
、
福
田
恆
存
ら
、
岸
田
の
率
い
た
「
雲
の
会
」
の
中
心
的
な
演
劇

人
が
名
を
連
ね
た
。 

(
16
) 

天
野
知
幸
「
三
島
戯
曲
の
出
発―

文
学
／
演
劇
の
対
立
と
〈
リ
ア
リ

ズ
ム
〉
論
争
の
中
で
」
(
『
昭
和
文
学
研
究
』
二
〇
〇
〇
年
三
月
) 

(
17
) 

鈴
木
貴
宇
『
〈
サ
ラ
リ
ổ
マ
ン
〉
の
文
化
史 

あ
る
い
は
「
家
族
」

と
「
安
定
」
の
近
現
代
史
』
青
弓
社
、
二
〇
二
二
年
八
月
、
一
三
一
Ộ
一

四
一
頁 

(
18
) 

岸
田
國
士
「
紙
風
船
」
(
『
文
藝
春
秋
』
一
九
二
五
年
五
月→

『
岸

田
國
士
全
集
①
』
新
潮
社
、
一
九
五
四
年
一
一
月
、
九
〇
頁
) 

(
19
) 

渡
邊
一
民
『
岸
田
國
士
論
』
前
掲
、
四
二
Ộ
四
六
頁 

(
20
) 

天
野
知
幸
「
三
島
由
紀
夫
「
火
宅
」
と
戦
後
新
劇
」
(
『
稿
本
近
代

文
学
』
一
九
九
七
年
一
二
月
) 

(
21
) 

『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
日
本
占
領
史
⑰
出
版
の
自
由
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ổ
、
一

九
九
九
年
三
月
、
九
八
頁 

(
22
) 

竹
内
好
「
教
養
主
義
に
つ
い
て
」
(
『
人
間
』
一
九
四
九
年
一
〇
月

→

『
竹
内
好
全
集
第
六
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
〇
年
一
二
月
、
一
九
七

頁
) 

(
23
) 

天
野
知
幸
「
三
島
由
紀
夫
「
火
宅
」
と
戦
後
新
劇
」
前
掲 

(
24
) 

宮
田
昇
「
海
外
著
作
の
検
閲
と
統
制
」
(
『
占
領
期
雑
誌
資
料
大
系

文
学
編
Ⅴ
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
八
月
、
月
報
５
)
や
、
松
浦
総
三

『
占
領
下
の
言
論
弾
圧
』
現
代
ジ
ἀ
ổ
ナ
リ
ズ
ム
出
版
会
一
九
六
九
年
四

月
、
八
一
頁
)
な
ど
。 

(
25
) 

西
山
夘
三
『
日
本
の
住
宅
問
題
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
二
年
一
〇
月
、

一
七
四
Ộ
一
七
五
頁 

(
26
) 

湯
沢
雍
彦『
大
正
期
の
家
族
問
題―

自
由
と
抑
圧
に
生
き
た
人
び
と
』

ミ
ネ
ル
ヴ
Ỻ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
五
月
、
一
一
一
Ộ
一
一
五
頁 

(
27
) 

飯
島
正
『
映
画
鑑
賞
読
本
』
旺
文
社
、
一
九
四
八
年
五
月
、
一
八
七 

頁 

(
28
) 

谷
川
建
司
『
ア
メ
リ
カ
映
画
と
占
領
政
策
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

二
〇
〇
二
年
六
月
、
六
頁 

(
29
) 

谷
川
建
司
編
「
戦
後
映
画
業
界
出
来
事
史
年
表
」
に
よ
れ
ば
、
一
九

四
七
年
五
月
、
日
活
は
Ｃ
Ⅿ
Ｐ
Ｅ
と
の
契
約
を
更
新
し
、
帝
都
座
を
除
く

二
七
館
を
ア
メ
リ
カ
映
画
専
門
館
と
し
た
。(
『
戦
後
日
本
の
メ
デ
ỻ
ア
・

イ
ベ
ン
ト
[
一
九
四
五―

一
九
六
〇
]
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
二
年
三

月
、
三
一
八
頁
) 



 
   関西近代文学 4 号 2025 年 3 月 

 19

(
30
) 

天
野
知
幸
「
三
島
由
紀
夫
「
火
宅
」
と
戦
後
新
劇
」
前
掲 

(
31
) 

神
埼
清
「
女
性
の
「
性
」
は
い
か
に
解
放
さ
れ
た
か―

ア
メ
リ
カ
ニ

ゼ
ổ
シ
ἂ
ン
の
あ
と
を
辿
ỵ
て
」
(
『
婦
人
公
論
』
一
九
五
七
年
三
月
) 

(
32
) 

内
田
秀
樹
「
『
紙
風
船
』
論―

新
し
い
演
劇
論
の
試
み
」
(
『
山
梨

大
学
国
語
・
国
文
と
国
語
教
育
』
一
九
九
九
年
八
月
)
。
さ
ら
に
内
田
は
、

「
紙
風
船
」
を
「
不
条
理
劇
」
と
規
定
し
、
断
絶
さ
れ
た
外
部
空
間
や
空

想
の
空
間
を
内
包
す
る
構
造
を
「
不
条
理
の
空
間
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。 

(
33
) 

池
田
健
太
郎
「
解
説
」
、
チ
ỽ
ổ
ホ
フ
(
神
西
清
訳
)
『
桜
の
園
・

三
人
姉
妹
』
新
潮
文
庫
、
一
九
六
七
年
八
月
、
二
四
六
頁 

(
34
) 

日
比
野
啓
『
三
島
の
子
ど
も
た
ち
』
前
掲
、
三
〇
頁 

(
35
) 

松
本
徹
『
あ
め
つ
ち
を
動
か
す―

三
島
由
紀
夫
論
集
』
試
論
社
、
二

〇
〇
五
年
一
二
月
、
一
七
三
頁 

(
36
) 

チ
ỽ
ổ
ホ
フ
(
神
西
清
訳
)
『
桜
の
園
・
三
人
姉
妹
』
前
掲
、
一
一

七
Ộ
一
一
八
頁 

(
37
) 

ウ
ラ
デ
ỻ
ミ
ổ
ル
・
エ
ル
ミ
ổ
ロ
フ
(
牧
原
純
訳
)
『
チ
ỽ
ổ
ホ
フ

の
ド
ラ
マ
ト
Ỽ
ル
ギ
ổ
』
未
来
社
、
一
九
五
六
年
八
月
、
三
三
二
頁 

(
38
) 

三
島
由
紀
夫
「
「
火
宅
」
に
つ
い
て―

作
者
の
言
葉
」
前
掲 

(
39
) 

大
橋
裕
美
「
郡
虎
彦
と
三
島
由
紀
夫
の
劇
作
法―

「
道
成
寺
」
「
火

宅
」
「
地
獄
変
」
」
(
『
文
学
研
究
論
集
』
二
〇
〇
六
年
二
月
) 
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三
島
由
紀
夫
「
火
宅
」
論 

初
期
の
劇
作
法
と
岸
田
國
士
受
容 霍 

思
静 

H
U

O
 S

ijin
g

 

 

三
島
由
紀
夫
は
、
劇
壇
へ
の
初
陣
と
し
て
「
火
宅
」
を
創
作
す
る
に
あ
た

り
、
「
何
の
事
件
も
起
ら
な
い
芝
居
を
書
い
て
み
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
事
件
ら
し
い
事
件
が
生
じ
て
こ
な
い
岸
田
國
士
の
戯
曲
の
特
徴
と

重
な
り
合
う
。
本
作
に
お
い
て
登
場
人
物
た
ち
は
事
件
の
発
生
可
能
性
を
め

ぐ
っ
て
論
議
を
重
ね
る
が
、
実
際
に
は
事
件
が
発
生
す
る
の
は
「
何
も
起
こ

ら
な
い
」
大
里
家
の
外
部
に
お
い
て
で
あ
る
。
本
稿
は
、
一
九
六
〇
年
代
に

お
け
る
三
島
の
言
説
を
参
照
し
つ
つ
、
劇
的
な
事
件
の
不
在
と
い
う
観
点
か

ら
ア
ン
チ
・
テ
ア
ト
ル
の
概
念
を
再
検
討
す
る
。
岸
田
の
「
紙
風
船
」
と
比

較
し
な
が
ら
、
と
く
に
千
賀
子
の
劇
的
役
割
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
「
火
宅
」

に
お
け
る
劇
的
行
動
が
如
何
に
作
用
し
、
ア
ン
チ
・
テ
ア
ト
ル
と
し
て
の
特

質
が
ど
の
よ
う
に
表
出
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
三
島
由
紀
夫 

岸
田
國
士 

ア
ン
チ
・
テ
ア
ト
ル 

劇
的

な
も
の 

戦
後
の
社
会
風
俗 

   

 

                      

 

論 

文 

要 

旨 
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◆
電
子
版
『
関
西
近
代
文
学
』
投
稿
規
定 

 
１
、
日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
の
会
員
は
、
『
関
西
近
代
文
学
』
に
投
稿 

 

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２
、
原
稿
は
日
本
語
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
原
則
と
し
て
縦
書
き
表
記
に 

 

限
る
。 

３
、
同
一
集
に
複
数
の
論
文
等
を
投
稿
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
誌
と
の 

二
重
投
稿
も
で
き
な
い
。
他
誌
（
外
国
語
誌
を
含
む
）
に
投
稿
中
の
も
の
、 

掲
載
予
定
の
も
の
も
投
稿
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
本
誌
掲
載
後 

 

（
投
稿
中
も
含
む
）
は
他
誌
へ
の
投
稿
を
禁
じ
る
。 

４
、
論
文
は
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
リ
ポ
ジ
ト
リ
等
で
公
開
さ
れ
た
博
士 

論
文
の
一
部
を
そ
の
ま
ま
投
稿
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
で
に
リ
ポ
ジ 

ト
リ
等
で
公
開
さ
れ
た
博
士
論
文
の
一
部
を
書
き
改
め
た
も
の
を
投
稿 

す
る
場
合
は
、
当
該
リ
ポ
ジ
ト
リ
のU

R
L

を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
投 

稿
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
変
更
を
行
っ
た
か
を
簡
潔
に
書
き
添
え
る
。 

５
、
図
版
等
を
使
用
す
る
場
合
は
、
著
者
が
許
諾
の
責
任
を
負
う
こ
と
と
す 

 

る
。 

６
、
『
関
西
近
代
文
学
』
に
は
二
号
続
け
て
論
文
を
投
稿
す
る
こ
と
は
で
き 

 

な
い
。 

７
、
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
、
科
学
技
術
情
報
発
信
・
流
通
総
合
シ
ス
テ
ム 

 

（J-S
T

A
G

E

）
に
登
載
さ
れ
る
。
著
者
はJ-S

T
A

G
E

登
載
を
許
可
し
た
も 

 

の
と
す
る
。 

８
、
論
文
を
再
投
稿
す
る
際
は
、
必
ず
そ
の
旨
を
明
記
す
る
。 

９
、
書
式
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。 

（
１
）
「
論
文
」
は
総
文
字
数
１
５
，
０
０
０
字
以
上
２
０
，
０
０
０
字 

 
 

以
内
（
タ
イ
ト
ル
・
図
版
・
注
を
含
む
）
を
原
則
と
し
、

30

字
１ 

 
 

行
で
７
０
５
行
（
組
版
で

20

頁
）
を
上
限
と
す
る
（
タ
イ
ト
ル
・ 

 
 

図
版
・
注
を
含
む
）
。
ま
た
、
注
も
本
文
と
同
じ
行
数
・
字
数
と
す 

 
 

る
。 

（
２
）
原
文
の
引
用
で
は
、
漢
字
は
新
字
の
あ
る
も
の
は
な
る
べ
く
新
字 

 
 

を
用
い
、
注
の
記
号
・
配
列
な
ど
も
本
誌
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
る
。 

（
３
）
投
稿
は
、
電
子
デ
ー
タ
で
送
る
。 

（
４
）
論
文
と
は
別
の
フ
ァ
イ
ル
で
、
３
０
０
字
程
度
の
要
約
（
日
本
語
） 

 
 

を
つ
け
る
。
そ
の
際
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
５
つ
と
タ
イ
ト
ル
、
投
稿
者 

 
 

名
を
明
記
す
る
。 

（
５
）
『
関
西
近
代
文
学
』
投
稿
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
（
公
式
ブ
ロ
グ
掲 

 
 

載
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
論
文
と
一
緒
に
提
出
す
る
。 

10

、
投
稿
の
締
め
切
り
は
、

11

月

5

日
と

5

月

5

日
と
す
る
。 

※
以
上
の
規
定
に
違
反
し
た
投
稿
論
文
は
査
読
対
象
と
し
な
い
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
編
集
委
員
会 
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◆
査
読
方
法
及
び
審
査
基
準 

 
【
査
読
方
法
】 

原
則
と
し
て
二
名
以
上
の
委
員
が
査
読
し
、
編
集
委
員
会
で
の
審
議
を
経

て
、
当
該
論
文
の
採
否
を
決
定
す
る
。
査
読
は
、
投
稿
者
に
対
し
て
客
観
的

な
立
場
を
と
り
得
る
委
員
が
担
当
し
、
編
集
委
員
が
委
嘱
し
た
査
読
委
員
が

担
当
す
る
こ
と
も
あ
る
。
掲
載
に
際
し
て
は
、
投
稿
者
に
加
筆
・
訂
正
を
依

頼
す
る
場
合
が
あ
る
。 

 【
審
査
基
準
】 

審
査
に
お
い
て
は
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
論
文
が
重
視
さ
れ

る
。 （

１
） 

当
該
領
域
の
研
究
史
を
ふ
ま
え
、
そ
の
領
域
で
新
し
い
知
見
を 

 
 

 

切
り
開
く
論
文
。 

（
２
） 

新
し
い
研
究
領
域
・
新
し
い
研
究
方
法
を
提
起
す
る
論
文
。 

（
３
） 

研
究
上
有
益
な
資
料
を
発
掘
し
、
意
味
づ
け
た
論
文
。 

（
４
） 

そ
の
他
、
研
究
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
論
文
。 

 【
採
否
及
び
そ
の
通
知
に
つ
い
て
】 

採
否
と
そ
の
通
知
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
通
り
対
応
す
る
。 

Ａ
：
採
用
（
た
だ
し
字
句
・
表
現
な
ど
の
修
正
を
求
め
る
場
合
が
あ
る
）
。 

Ｂ
：
改
稿
を
求
め
る
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
、
当
該
集
へ
の
再
投
稿
を
促
す
（
再 

 
 

審
査
を
行
う
）
。 

Ｃ
：
不
採
用
。
不
採
用
の
理
由
を
つ
け
る
。 

 参
考 著

作
権
に
つ
い
て 

『
関
西
近
代
文
学
』
掲
載
論
文
の
著
作
権
は
著
者
に
帰
属
し
ま
す
が
、
著

者
は
日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
に
対
し
包
括
的
に
当
該
論
文
の
利
用
を

許
諾
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
著
者
の
意
思
に
基
づ
き
自
由
に
論
文
の
二
次
利

用
は
可
能
で
す
が
、
初
出
の
掲
載

U
R

L

を
含
む
書
誌
事
項
を
表
示
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
編
集
委
員
会 
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編
集
後
記 

 
日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
機
関
誌
﹃
関
西
近
代
文
学
﹄
第
四
号
を
お
届
け

し
ま
す
︒ 

 

本
来
な
ら
︑
第
四
号
は
二
〇
二
四
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
る
は
ず
で
し
た
︒
二

〇
二
四
年
五
月
五
日
締
め
切
り
の
投
稿
論
文
は
一
本
の
み
で
︑
そ
の
一
本
が
不

採
用
と
な
り
︑
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
︒
そ
の
た
め
︑
今
号
が
第

四
号
と
な
り
ま
し
た
︒ 

新
た
に
第
四
号
分
と
し
て
募
集
し
た
二
〇
二
四
年
一
一
月
五
日
締
め
切
り
の

投
稿
論
文
は
三
本
で
︑
そ
の
う
ち
の
一
本
が
採
用
さ
れ
︑
今
号
の
掲
載
に
至
り

ま
し
た
︒ 

 
 

掲
載
論
文
は
︑
三
島
由
紀
夫
の
戯
曲
﹁
火
宅
﹂
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
︑
同
時

代
評
価
︑
先
行
研
究
の
分
析
か
ら
︑
岸
田
國
士
の
戯
曲
﹁
紙
風
船
﹂
と
の
関
連
性

を
分
析
す
る
と
同
時
に
︑
台
詞
に
現
れ
た
現
代
性
や
登
場
人
物
同
士
の
劇
的
空

間
に
お
け
る
関
係
性
を
実
証
的
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
︒ 

 
 

前
回
は
発
刊
を
見
送
り
︑
今
号
は
一
本
だ
け
と
な
り
ま
し
た
が
︑
第
一
号
の

﹁
編
集
後
記
﹂
に
書
か
れ
た
︑﹃
関
西
近
代
文
学
﹄
は
電
子
版
の
配
信
の
み
の
機

関
誌
で
あ
る
た
め
︑
論
文
一
本
で
も
刊
行
で
き
︑
採
択
で
き
る
論
文
が
無
け
れ

ば
思
い
切
っ
て
休
ん
で
も
い
い
︑
と
い
う
言
葉
通
り
に
な
り
ま
し
た
︒ 

 
 

 
 

 
 

編
集
委
員
会
で
は
︑
す
べ
て
の
投
稿
論
文
に
対
す
る
査
読
を
︑
査
読
担
当
者

だ
け
で
な
く
︑
編
集
委
員
全
体
で
十
分
な
時
間
と
労
力
を
か
け
て
厳
正
に
行
っ

て
い
ま
す
︒
特
に
不
採
用
と
な
っ
た
論
文
に
つ
い
て
は
︑
詳
細
な
理
由
と
と
も

に
結
果
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
︒
編
集
委
員
会
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
︑
よ
り
良

い
論
文
を
完
成
さ
せ
る
一
助
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
︒ 

な
お
︑
今
回
不
採
用
と
な
っ
た
投
稿
論
文
に
は
︑
論
証
不
足
や
︑
そ
も
そ
も
の

課
題
設
定
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
︒
今
回
の
投

稿
者
だ
け
で
な
く
︑
今
後
の
投
稿
者
に
は
︑
テ
キ
ス
ト
の
詳
細
な
読
み
や
︑
先
行

研
究
の
検
証
︑
同
時
代
史
や
同
時
代
文
学
史
へ
の
目
配
り
な
ど
に
心
を
配
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
︒ 

 

こ
の
号
の
編
集
は
︑
天
野
勝
重
︑
黒
田
大
河
︑
白
方
佳
果
︑
鈴
木
暁
世
︑
瀧
本

和
成
︑
田
口
道
昭
︵
編
集
委
員
長
︶︑
宮
薗
美
佳
︑
山
本
欣
司
︑
渡
邊
ル
リ
︵
編

集
主
担
︶
の
九
名
が
行
い
ま
し
た
︒
特
に
渡
邊
ル
リ
先
生
︑
白
方
佳
果
先
生
に

は
︑J₋ STAG

E

と
の
複
数
回
に
わ
た
る
や
り
取
り
と
と
も
に
︑
煩
雑
な
編
集
作

業
に
も
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
︒ 

二
〇
二
五
年
度
に
は
四
人
の
編
集
委
員
が
入
れ
替
わ
る
予
定
で
す
︒
新
し
い

体
制
の
も
と
で
本
誌
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま

す
︒ 第

五
号
は
五
月
五
日
︑
第
六
号
は
一
一
月
五
日
が
締
め
切
り
で
︑
期
日
厳
守

で
す
︒
会
員
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

︵
田
口 

道
昭
︶ 
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